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町
長
が
表
明
し
た
、
コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
た
「
未
来
へ
の
投

資
」
と
は
次
の
通
り
。

『
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
』

▼
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

小
学
校
・
中
学
校
入
学
者
へ
祝

い
金
制
度
の
創
設
。
▼
鳥
取
中

央
育
英
高
校
の
存
続
と
魅
力
化

の
取
り
組
み
。

『
稼
げ
る
ま
ち
へ
の
投
資
』

▼
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
後

継
者
の
確
保
や
「
道
の
駅
北
条

公
園
」
整
備
の
促
進
。
▼
北
溟

中
学
校
跡
地
の
売
却
益
か
ら
１

億
円
を
充
当
し
た
、
三
陽
合
繊

跡
地
の
有
効
活
用
。

『
社
会
変
革
の
機
会
への
投
資
』

▼
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し

基
本
条
例
、
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
可
決
し
た
。

　
さ
ら
に
持
続
可
能
な
町
を
目

指
し
、「
第
２
次
北
栄
町
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
改
訂
さ

れ
令
和
５
年
度
が
始
ま
る
。

「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」

特
別
委
員
会
を
設
置

　
令
和
９
年
度
の
開
館
を
目
指

し
移
転
新
築
が
進
め
ら
れ
、
整

備
費
用
に
約
28
億
円
が
示
さ
れ

た「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」に

関
し
、
議
会
と
し
て
北
栄
町
の

将
来
構
想
に
関
わ
る
重
要
案
件

で
あ
り
、
行
政
と
と
も
に
十
分

な
調
査
及
び
研
究
等
が
必
要
で

あ
る
た
め
、『「
青
山
剛
昌
ふ
る

さ
と
館
」
再
整
備
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
た
。

　
今
後
、
町
内
外
か
ら
注
目
を

集
め
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
、

関
係
人
口
の
創
出
な
ど
。

◇
　
◇
　
◇

　
他
に
町
の
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

や
情
報
公
開
条
例
、
住
民
投
票

条
例
の
一
部
改
正
の
審
議
。
同

様
に
町
議
会
の
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
議
会

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ

　
３
月
定
例
会
を
３
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
の
17
日
間
で
開
催
。
令
和
５
年
度
当
初
予
算
11
件
と
条
例
７
件
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
４
件
、人
事
案
件
を
含
む
議
案
４
件
と
請
願
２
件
、陳
情
４
件
を
審
議
。

そ
の
結
果
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
た
他
は
、
原
案
通
り
可
決
・
採
択
し
た
。

　
ま
た
昨
年
７
月
以
来
空
席
と
な
っ
て
い
た
教
育
長
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
大
栄
中
学
校
の
教
頭
と
北
条
小

学
校
の
校
長
を
歴
任
し
、
今
春
退
任
さ
れ
た
笠か

さ
見み

隆た
か
志し

氏（
60
）の
任
命
に
同
意
し
た
。

令和５年度 一般会計当初予算　99億8700万円
歳出

99億8700万円
歳入

99億8700万円

依存財源

自主財源

その他4億7977万円（4.8％）
予備費938万円（0.1％）

教育費
8億9942万円
（9.0％）

総務費
20億9947万円
（21.0％）

土木費
12億6593万円
（12.7％）

農林水産業費
8億359万円
（8.0％）

消防費2億7964万円（2.8％）

商工費5億4577万円（5.5％）

議会費1億155万円（1.0％）

公債費
7億1688万円
（7.2％）

衛生費
7億8463万円
（7.9％）

民生費
24億8074万円
（24.8％）

県支出金
9億1204万円
（9.1％）

町債 6億7950万円（6.8％）

国庫支出金
8億5758万円
（8.6％）

地方交付税
34億7549万円
（34.8％）

その他
5億1753万円（5.2％）

繰入金
 7億8905万円（7.9％）

寄付金
8億3460万円（8.4％）

町税
14億4144万円
（14.4％）

未
来
へ
の
投
資 

前
年
比
５
％
増

３ 月
定 例 会

一般会計　町債（借金）

R2

2

4

6

8

10

0
3 4 5

（R5年度当初）

（単位：億円）

6.51 6.79
6.286.25

一般会計 公債費（借金返済）
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町全体の借金残高
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住みよい
まちに 注目事業はこれだ

空白の８年間

　三陽合繊跡地（町有財産）の有効活用につな
げるための経費に対し、補助金を交付。

１億円新規 普通財産活用

　魅力化に向け、地域資源やデジタルを
活用し、幅広い社会人・専門人材に学ぶ
機会の充実を図る。

新規 鳥取中央育英高校
魅力化 440万円

増やせ新入生

増える枯松

　松くい虫被害の拡大を防止するため、薬剤散布
及び被害木の伐倒駆除を実施。

継続 松くい虫防除 5500万円

入学おめでとう

540万円
新規 小・中学校入学祝金

　　入学準備品の費用負担軽減を図り、
子育て家庭への支援を行う。

干し芋の製造販売まで

　農林業者、連携する食品加工業者が行う６次産業
化や農商工連携による取り組みを支援。

126万円
新規 もうかる６次化・農商工連携支援

見えない危険がそこに

　通学路の安全性向上を図る
ため、合同点検において必要
と判断された箇所の整備促進。

5600万円
通学路安全対策継続
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鳥
取
中
央
育
英
高
校
の
魅
力
化

奥
田
　伸
行

　
町
が
県
立
高
校
に
予
算
を
計
上
す

る
か
ら
に
は
、
町
民
が
納
得
の
い
く

結
果
が
必
要
に
な
る
の
で
は
。

岡
本
副
町
長

　
高
校
の
存
在
は
町
の
活
力
と
ま
ち

づ
く
り
の
人
材
を
増
や
す
こ
と
に
な

る
。ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
努
力
す
る
。

共
助
交
通
の
任
意
保
険

尾
嶋
　準
一

　
使
用
さ
れ
る
個
人
の
車
は
、
任
意

保
険
に
二
重
に
加
入
で
き
な
い
の
で

は
。
事
故
の
場
合
の
適
用
規
定
は
。

中
野
企
画
財
政
課
長

　
共
助
交
通
の
よ
う
な
仕
組
み
の
移

動
サ
ー
ビ
ス
用
に
商
品
化
さ
れ
た
保

険
が
あ
り
、
移
動
中
の
事
故
に
は
そ

れ
が
適
用
さ
れ
る
。

三
陽
合
繊
の
跡
地
活
用
支
援
金

斉
尾
　智
弘

　
１
億
円
の
予
算
だ
が
、
一
社
で
は

広
す
ぎ
て
応
募
し
づ
ら
い
の
で
は
。

中
野
企
画
財
政
課
長

　
こ
れ
ま
で
の
課
題
は
解
体
費
用
と

土
質
。面
積
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

一
社
と
契
約
後
の
、
複
数
社
の
利
用

の
可
能
性
も
あ
る
。

手
嶋
町
長

　
地
元
を
含
め
多
く
の
企
業
に
応
募

し
て
ほ
し
い
。

阪
本
　和
俊

　
こ
の
よ
う
な
支
援
金
は
本
来
な
ら

企
業
誘
致
の
決
定
後
に
出
す
も
の
。

責
任
を
持
っ
て
遂
行
し
て
ほ
し
い
。

手
嶋
町
長

　
こ
れ
ま
で

進
出
を
困
難

に
し
て
い
た

解
体
費
用
を

少
し
で
も
支

援
で
き
れ
ば

可
能
性
が
高

ま
る
。

　
周
知
等
に

精
一
杯
取
り

組
ん
で
い
く
。

小
・
中
学
校
の
入
学
祝
い
金

井
川
　敦
雄

　
支
払
い
の
時
期
と
、そ
の
方
法
は
。

入
学
費
用
が
必
要
な
時
に
、
支
払
わ

れ
る
べ
き
で
は
。

中
山
　功
一

　
基
準
日
を
３
月
末
に
し
て
、
４
月

に
転
出
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で

い
た
対
象
者
に
支
給
す
べ
き
で
は
。

長
谷
川
　昭
二

　
こ
の
事
業
は
、
入
学
時
の
費
用
負

担
の
軽
減
で
あ
る
。
入
学
を
予
定
し

て
い
る
家
庭
に
、
事
前
に
届
く
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
今
の
段
階
で
は
入
学
が
確
定
し
た

５
月
頃
の
支
給
予
定
と
し
て
い
る
。

手
嶋
町
長

　
基
準
日
の
明
確
な
根
拠
を
示
し
、

理
解
を
求
め
た
い
。

斉
尾
　智
弘

　
こ
の
事
業
は
３
年
間
だ
け
な
の

か
、そ
れ
以
降
も
継
続
す
べ
き
で
は
。

手
嶋
町
長

　
一
般
的
に
補
助
金
制
度
は
、
３
年

を
目
安
に
検
討
さ
れ
る
。

　
今
後
こ
の
制
度
の
継
続
は
、
保
護

者
の
声
を
参
考
に
検
証
し
、
柔
軟
に

対
応
し
た
い
。

酪
農
家
の
支
援

前
田
　栄
治

　
町
内
の
酪
農
家
の
数
は
。
経
営
の

維
持
が
大
変
な
酪
農
家
が
、
乳
牛
の

数
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
酪
農
家
は
５
軒
。
ニ
ー
ズ
を
探
り

町
と
し
て
可
能
な
対
策
を
取
り
た
い
。

出
産
祝
い
金

油
本
　朋
也

　
昨
年
４
月
か
ら
公
共
ポ
イ
ン
ト
で

付
与
さ
れ
て
い
る
が
、
粉
ミ
ル
ク
や

紙
オ
ム
ツ
が
購
入
で
き
る
加
盟
店
が

な
い
。現
金
の
支
給
に
変
更
し
て
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
町
内
で
子
育
て
関
連
商
品
が
購
入

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
利
用
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
検
討
す
る
。

手
嶋
町
長

　
地
域
の
経
済
循
環
と
活
性
化
の
た

め
ポ
イ
ン
ト
支
給
を
選
ん
だ
が
、
も

う
少
し
様
子
を
見
て
対
応
す
る
。

図
書
館
の
本
の
購
入

蓑
原
　美
百
合

　
本
の
選
び
方
は
。
町
民
は
参
加
で

き
る
の
か
。前

田
生
涯
学
習
課
長

　
毎
月
２
回
の
館
長
と
４
人
の
司
書

に
よ
る
選
書
会
議
で
決
め
る
。
町
民

の
方
は
館
内
の
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
を

利
用
し
て
ほ
し
い
。

「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」

前
田
　栄
治

　
広
告
の
方
法
は
。
コ
ロ
ナ
の
５
類

移
行
後
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
復
活
は
。

松
本
観
光
交
流
課
長

　
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
案
内
や
旅

行
雑
誌
な
ど
。
Ｃ
Ｍ
復
活
の
予
算
不

足
は
補
正
で
。

問答問答

問答答問答

問問問答答問答

問答問答

答問答問答

質 疑 あ れこれ

草を喰むホルスタイン

いつまで残す三陽合繊跡地

読みたい本をリクエスト

移動サービスで健康づくり

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
を
廃
止
し
て

３
方
式
と
す
る
改
正
が
実
行
さ
れ
る
が
、
均

等
割
・
平
等
割
の
増
額
が
資
産
の
な
い
世
帯

へ
の
負
担
増
と
な
る
。

　
高
す
ぎ
る
保
険
税
を
「
協
会
け
ん
ぽ
」
並

み
に
引
き
下
げ
る
べ
き
。
誰
で
も
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
賛
成
者
　
中
山
・
河
本
・
井
川
・
蓑
原

　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
奥
田
・
野
田
・
秋
山

　
　
　
　
　
　
斉
尾
・
町
田
・
前
田
・
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　昭
二

可
決介

護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
、
施
設

入
居
者
の
食
費
・
居
住
費
の
自
己
負
担
化
、

原
則
１
割
の
利
用
料
負
担
の
一
部
２
割
・
３

割
へ
の
引
き
上
げ
、
要
支
援
の
人
を
介
護
保

険
給
付
か
ら
外
す
な
ど
、
利
用
者
へ
の
負
担

増
と
利
用
抑
制
の
連
続
だ
っ
た
。
必
要
な
介

護
の
保
障
を
求
め
る
。

　
　
賛
成
者
　
中
山
・
河
本
・
井
川
・
蓑
原

　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
奥
田
・
野
田
・
秋
山

　
　
　
　
　
　
油
本
・
斉
尾
・
町
田
・
前
田

　
　
　
　
　
　
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　昭
二

可
決

下
水
道
事
業
会
計

農
業
集
落
排
水･

合
併
浄
化
槽
特
別
会
計

　
使
用
料
の
引
き
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
、
県

内
で
も
非
常
に
高
く
、
年
金
暮
ら
し
や
所
得

の
低
い
人
に
と
っ
て
耐
え
が
た
い
負
担
。
コ

ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
な
ど
で
、
苦
し
い
町
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
使
用
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
。

　
　
賛
成
者
　
中
山
・
河
本
・
井
川
・
蓑
原

　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
奥
田
・
野
田
・
秋
山

　
　
　
　
　
　
油
本
・
斉
尾
・
町
田
・
前
田

　
　
　
　
　
　
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　昭
二

可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の
廃
止

や
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
措
置

を
縮
小
す
る
な
ど
、
高
齢
者
へ
の
医
療
差
別

と
際
限
の
な
い
負
担
を
押
し
つ
け
て
お
り
、

国
費
投
入
に
よ
る
制
度
改
革
を
求
め
る
立
場

か
ら
反
対
で
あ
る
。

　
　
賛
成
者
　
中
山
・
河
本
・
井
川
・
蓑
原

　
　
　
　
　
　
尾
嶋
・
奥
田
・
野
田
・
秋
山

　
　
　
　
　
　
油
本
・
斉
尾
・
町
田
・
前
田

　
　
　
　
　
　
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
　昭
二

可
決

▼
窓
口
・
庶
務
業
務
の
民
間
委
託
は
、

公
務
を
民
間
企
業
の
営
利
の
対
象
と
す

る
も
の
。
偽
装
請
負
や
個
人
情
報
漏
洩

の
恐
れ
が
あ
る
。
▼
国
民
へ
の
徴
税
強

化
と
社
会
保
障
給
付
削
減
を
進
め
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
廃
止
す
べ
き
。
▼

観
光
費
は
関
係
団
体
へ
の
補
助
金
、
巨

大
迷
路
の
管
理
運
営
等
の
委
託
料
や
宣

伝
経
費
が
増
え
、
町
内
経
済
の
活
性
化

に
疑
問
。▼
学
校
給
食
の
民
間
委
託
は
、

偽
装
請
負
の
疑
い
が
あ
る
。
安
全
で
豊

か
な
給
食
は
、
直
営
の
自
校
方
式
に
す

べ
き
。
給
食
費
の
無
償
化
や
奨
学
資
金

の
支
援
が
不
十
分
。
▼
保
育
職
員
の
非

正
規
雇
用
が
半
数
を
占
め
、
子
ど
も
の

命
と
健
康
を
守
り
、
発
達
を
保
障
す
る

上
で
、
保
育
士
の
処
遇
の
格
差
は
、
保

育
士
不
足
に
拍
車
。
耐
え
が
た
い
負
担

を
軽
減
し
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
予

算
と
な
っ
て
い
な
い
。

　「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現

に
向
け
町
民
の
安
全
安
心
と
と
も
に
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
予
算
。
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源

が
64
億
４
０
０
万
円
、
自
主
財
源

35
億
８
３
０
０
万
円
の
適
切
な
確
保
で

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
期
待
で
き
る
。

　
三
陽
合
繊
跡
地
の
有
効
活
用
に
補

助
、
ふ
る
さ
と
納
税
拡
大
、
農
林
水
産

業
費
の
施
設
整
備
や
機
械
導
入
、
新
規

就
農
や
後
継
者
確
保
、
道
の
駅
北
条
公

園
再
整
備
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
期
待
。
入

学
祝
い
金
制
度
が
新
設
さ
れ
、
国
の
異

次
元
の
子
育
て
支
援
へ
の
対
応
に
期
待
。

　
そ
の
他
、
鳥
取
中
央
育
英
高
校
の
魅

力
化
や
医
療
と
介
護
の
一
体
化
、
子
育

て
応
援
交
付
事
業
な
ど
新
規
に
予
算
化

さ
れ
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
増
進
に
最
大

限
の
効
果
を
発
揮
さ
れ
る
と
期
待
で
き

る
。

　
　
賛
成
者
　
中
山・河
本・井
川・蓑
原

　
　
　
　
　
　
尾
嶋・奥
田・野
田・秋
山

　
　
　
　
　
　
油
本・斉
尾・町
田・前
田

　
　
　
　
　
　
阪
本

反
対
討
論
長
谷
川
　昭
二

賛
成
討
論

井
川
　敦
雄

可
決

一
　般
　会
　計

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月5

賛否あり予算案に令和5年度



議会だより北栄 ６６号
令和５年５月 6

質 疑 あ れこれ

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

住
民
税
非
課
税
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金

斉
尾
　智
弘

　
１
３
６
０
万
円
も
減
額
さ
れ
た

理
由
は
。
周
知
は
十
分
だ
っ
た
の

か
。

小
澤
福
祉
課
長

　
家
計
急
変
の
対
象
家
庭
数
の
予

測
が
難
し
く
、
給
付
を
予
定
し
て

い
た
件
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
。

一
層
の
周
知
に
努
め
る
。

在
宅
育
児
世
帯
支
援
給
付
金

前
田
　栄
治

　
前
年
度
ま
で
は
少
額
だ
っ
た

が
、
今
回
約
３
０
０
万
円
も
増
額

さ
れ
た
理
由
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

　
出
生
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
自

宅
で
育
児
を
す
る
家
庭
が
増
え
た

た
め
。

前
田
　栄
治

　
山
陰
道
工
事
へ
残
土
の
持
ち
込

み
が
可
能
に
な
り
、
処
分
費
用
を

１
５
０
０
万
円
も
減
額
で
き
た
。

今
後
も
残
土
の
有
効
活
用
を
。

問答問答勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
残
土
処
理

問

手
嶋
地
域
整
備
課
長

　
国
交
省
も
優
良
な
土
砂
を
求
め

て
い
た
。
今
後
も
連
携
を
密
に
し

て
町
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
努

め
る
。

園
芸
ハ
ウ
ス
の
雪
害
復
旧

奥
田
　伸
行

　
復
旧
対
策
事
業
費
の
対
象
に

な
っ
た
ハ
ウ
ス
の
規
模
は
。
被
害

を
受
け
た
者
へ
の
支
援
を
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
ハ
ウ
ス
は
２
棟
。
５
×
80
㍍
と

5.5
×
30
㍍
。今
後
も
行
政
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
支
援
す
る
。

答問答

井
川
　敦
雄

❶
農
業
の
効
率
化
を
図
る
Ｄ
Ｘ
と

は
。

❷
よ
り
多
く
の
町
民
の
、
参
画
を

求
め
る
Ｄ
Ｘ
の
活
用
と
は
。

岡
本
副
町
長

❶
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
で
人
手

不
足
で
も
効
率
性
を
上
げ
る
等
、

持
続
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
。

❷
各
種
会
議
や
講
演
会
の
様
子

を
、
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
見
ら

れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
等
が
考

え
ら
れ
る
。前

田
　栄
治

　
任
命
の
理
由
に
挙
げ
た
、
求
め

て
い
る
町
内
で
の
勤
務
経
験
と
は

具
体
的
に
何
か
。

手
嶋
町
長

　
町
内
の
小
・
中
学
校
の
実
情
を

熟
知
し
、
全
体
を
見
わ
た
せ
る

し
っ
か
り
し
た
教
育
方
針
を
持
っ

た
校
長
等
の
経
験
。

問答
教
育
長
の
任
命

問答

特別会計 予算額 審議結果

国民健康保険 1,943,175 可決
（賛成12）

介護保険 1,721,375 可決
（賛成13）農業集落排水 13,190

栄財産区 587 可決
（全会一致）

合併処理浄化槽 8,326 可決
（賛成13）

大栄歴史文化学習館 83,722 可決
（全会一致）

後期高齢者医療保険 209,278 可決
（賛成13）

単位：千円

公営企業会計 収入 支出 審議結果

水　　道
収益的 277,715 272,211 可決

（全会一致）資本的 72,772 144,751

下 水 道
収益的 1,011,394 895,526 可決

（賛成13）資本的 389,585 828,702

風力発電
収益的 457,556 409,281 可決

（全会一致）資本的 0 100,000

令和５年度　特別会計・公営企業会計の予算と審議結果

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

大雪で倒壊したハウス

※�企業会計で資本的収入額が同支出額に不足する額は、
過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保
資金等で補てんする。

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月7

条
　
　
　
　
　例

個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
可　決 

（全会一致）情報公開条例の一部改正

住民投票条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正 可　決 
（賛成13人）

企業立地及び雇用促進条例の一部改正
可　決 

（全会一致）国民健康保険条例の一部改正

消防団員の定年、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

補
正
予
算

令和４年度一般会計補正予算（第11号）

可　決 
（全会一致）

令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和４年度大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第５号）

令和４年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

人
事
・
そ
の
他

教育長の任命の同意 同　意 
（全会一致）

町道路線の廃止（山陰道「北条道路」整備に伴う１路線）
可　決 

（全会一致）個人情報の保護に関する法律に基づく合議制の機関に係る事務の委託に関する規約を定める協議

第２次北栄町まちづくりビジョンの改訂

発
　議

議会の個人情報の保護に関する条例の制定
可　決 

（全会一致）議会基本条例の一部改正

議会議員政治倫理条例の一部改正

請
願
・
陳
情

「安保関連３文書」閣議決定の撤回、「敵基地攻撃能力」の保有や防衛費２倍化に反対する意見
書の提出を求める請願

採　択
（賛成11人）

国による学校給食無償化を求める請願 採　択
（全会一致）

子どもたちのために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書の提出を求める陳情 不採択
（賛成６人）

安保関連３文書の閣議決定に抗議し、大軍拡・大増税の中止、くらしと福祉に予算をまわすよ
う求める「意見書」採択を求める陳情

採　択
（賛成10人）

日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全
の保障を求める陳情 採　択

（全会一致）
政府に食料自給率の向上、持続可能な農業経営と農村を守ることを求める陳情

令和５年度 当初予算以外の主な　審議結果

　保
育
士
増
員
の
た
め
急
が
れ
る
の
は
、
ま
ず
処
遇
改
善
。

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に
頼
る
増
員
は
期
待
で
き
な
い
。

　現
在
の
配
置
基
準
は
保
育
士
の
過
重
負
担
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
の
安
全
面
で
も
問
題
で
あ
る
。

　安
心
安
全
で
質
の
高
い
保
育
の
向
上
に
は
、
保
育
士
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
が

必
要
で
あ
る
。

　配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に
よ
り
保
育
士
の
増
員
が
実
現
す

れ
ば
、過
重
労
働
を
回
避
し
、ゆ
と
り
あ
る
職
場
環
境
に
な
る
。

反
対
討
論

中
山
　功
一

賛
成
討
論

長
谷
川
　昭
二

賛
成
討
論

蓑
原
　美
百
合

賛
成
討
論

斉
尾
　智
弘

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
で
保
育
士
増
員
を
求

め
る
陳
情

　閣
議
決
定
は
、
反
撃
能
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
敵
の
攻

撃
を
回
避
す
る
た
め
の
判
断
。
専
守
防
衛
の
範
囲
内
。
増

税
の
負
担
は
個
人
や
中
小
企
業
に
は
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
。　閣

議
決
定
は
、
専
守
防
衛
を
捨
て
る
危
険
な
行
為
。
選

挙
で
国
民
に
信
を
問
う
こ
と
も
な
く
、
国
会
で
の
ま
と
も

な
審
議
す
ら
な
い
強
行
は
、民
主
主
義
を
破
壊
す
る
暴
挙
だ
。

反
対
討
論

斉
尾
　智
弘

賛
成
討
論

長
谷
川
　昭
二

安
保
関
連
３
文
書
の
閣
議
決
定
に
抗
議
し
、

大
軍
拡
・
大
増
税
の
中
止
、
く
ら
し
と
福
祉

に
予
算
を
ま
わ
す
陳
情

「
安
保
関
連
３
文
書
」
閣
議
決
定
の
撤
回
、「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
の
２
倍
化
に
反
対
す
る
請
願

討論　請願・陳情



松
まつ

村
むら

　康
こう

平
へい

議長
　令和５年１月17日に高校生議会が開催されま
した。
　鳥取中央育英高校生が、夢や希望膨らむまちづ
くりに向けた質問を、議員として町執行部にぶつ
けました。

北栄町の未来に向けて

村
むら

上
かみ

　航
こう

大
だい

　議員
問　 �民話を住民や子どもたちと一

緒に保護・継承していく取り
組みを北栄町が支援できない
か。

教育長職務代理者 音読教室や学校、ほく
ほくプラザや中央公民館での
イベントなどを通じて、地域
の絆や活性化に役立てたい。

吉
きっ

川
かわ

　海
み

優
ひろ

　議員
問　 �①仏像の拝観、史跡見学など

の歴史に触れてもらう機会を。
　　 �②北栄町の仏師、石賀善章氏

を紹介しては。
町長 �①地域探究の時間などで文化

財を巡るようなツアーも検討。
教育長職務代理者 ②御本人にお伺いして

ロビー展など実現する方法を検討。

林
はやし

原
ばら

　優
ゆう

妃
き

　議員（左） 
木
き

井
い

　あいら議員（右）

問　 �由良の波止で釣り
道具の販売やレン
タルを行ったりし
て、釣りパークと
して観光地の一つ
にしては。

町長 �町ではなく民間事業者での運営になるので、観光
地にすることは現在考えていない。

富
とみ

山
やま

　琴
こと

羽
は

　議員（左） 
澁
しぶ

谷
たに

　花
はな

妃
び

　議員（右）

問　 �フリーマーケット
などのイベント
で、北栄町でしか
手に入らない限定
のコナングッズを
販売しては。

町長 �町内の店舗で北栄町のオリジナルグッズを販売し
ていて、毎年、新商品が発売されている。

問　 �大栄中学校と鳥取中央育英高校に和太鼓を整備し、発
表の機会を通じ、地域の活性化を。

教育長職務代理者 黒ぼく太鼓の活動を継続し、大人用の太鼓が
必要になれば、購入を検討したい。発表できる機会が
できれば、地域の活性化にもつながる。これからも精
力的に活動をしていただきたい。

小
お

野
の

　颯
さつ

己
き

　議員（左） 
松
まつ

原
ばら

　優
ゆう

吾
ご

　議員（右）

議会だより北栄 ６６号
令和５年５月 8

第９回 高校生議会

松
まつ

村
むら

　大
ひろ

雅
まさ

　議員
問　 �移住定住者や関係人口を増加

させる対策として、田舎暮ら
し体験の修学旅行を積極的に
誘致してはどうか。

町長 �北栄町農家民泊推進協議会と
いう団体がある。農家民泊に
よる修学旅行を受け入れる活

動を支援していく。倉吉市体験型教育旅行誘致協議会
と協力していく。

鍜
か

治
じ

木
き

　涼
すず

花
か

　議員
問　 �北栄町ホームページの観光ガ

イドに動画を付けては、また
動画の募集を中高生や地域住
民にしてはどうか。

町長 �動画の作成に取り組みたい。
募集については「ほくえいPR
動画コンテスト」を実施し

たが、応募少なかったので検討していきたい。

福
ふく

羅
ら

　　和
なごみ

　議員
問　 �小中学生・高校生・大学生と

地域の交流の場としての休耕
田活用（コメ作り）に、町の
支援は可能か。

町長 �コメ作り管理については農
家、県の農業普及所との連携
などのサポートができる。

教育長職務代理者 小・中・高連携の「向ヶ丘レインボープラン」
は児童生徒間の交流が中心。まずはコメ作りをし
て、実情を踏まえて課題の提案を。

多
た

月
つき

　萌
も

々
も

菜
な

議員（左） 
中
なか

原
はら

　しおり議員（右）

問　 �農業のアルバイト
を高校生にアプリ
でマッチングすれ
ば、それぞれにメ
リットがあるので
は。

町長 �JAグループの「１日農業バイトデイワーク」とい
うアプリを活用していただければ。

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月9
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対
策
と
取
り
組
み
は

町
長
さ
ら
な
る
充
実
を

鳥
取
中
央
育
英
高
校
の
魅
力
化

　
　
　
　
　
　
❶
高
校
側
と

話
し
合
い
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

や
民
間
と
の
協
働
を
地
域
探

究
な
ど
に
活
用
。

❷
地
域
探
究
の
時
間
を
利
用

し
て
『
北
栄
町
ら
し
さ
』
を

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
重

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
募
集
に

対
し
て
２

年
連
続
で
定
員
を
大
幅
に

割
っ
た
。
魅
力
あ
る
高
校

へ
の
町
と
し
て
の
具
体
的

な
対
策
と
取
り
組
み
は
。

❷
昨
年
６
月
議
会
以
降
の

対
応
に
つ
い
て
、コ
ー
ス・

学
科
な
ど
北
栄
町
な
ら
で

は
の
連
携
は
。
ふ
る
さ
と

納
税
等
の
活
用
は
。

❸
存
続
に
向
け
今
後
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。

町
田

点
事
業
の
一
つ
と
し
て
寄
附

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

❸
副
町
長
を
ト
ッ
プ
に
高
校

魅
力
化
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
地

域
や
同
窓
会
の
方
と
一
緒
に

進
め
て
い
く
。

ここを う問町
政

３月定例会では、11人の議員が一般質問を行いました。
質　　問　　事　　項 質 問 者 ページ

鳥取中央育英高校の魅力化 町田　貴子 10
消えた学校行事 奥田　伸行 11風車の落雪事故 尾嶋　準一
ドリーム農場の現状と展望 油本　朋也 12サイクリング環境の整備
異常気象対策 野田　秀樹 13Ａコープの閉店
みどりの食料システム戦略 井川　敦雄 14成年後見制度
選果場の利用料 斉尾　智弘 15消える買い物拠点
こども園の教育・保育の充実 蓑原美百合 16帯状疱疹ワクチン
町政運営 秋山　　修 17まちづくりビジョン
過疎対策 長谷川昭二 18鳥獣被害対策
鳥取中央育英高校の魅力化 中山　功一 19GIGAスクール構想

町
まち

田
だ

　貴
たか

子
こ

魅力ある高校へ

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６６号
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❶
５
類
に
移
行
さ
れ
れ
ば
、

色
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
る

は
ず
。
い
く
ら
か
の
感
染
対

策
は
残
る
が
、
概
ね
元
に
戻

る
の
で
は
。

❷
行
き
先
が
、
県
内
に
変

わ
っ
た
が
修
学
旅
行
の
意
義

や
目
的
は
、
達
成
で
き
た
。

❸
人
数
制
限
は
、
行
わ
な
い

予
定
。
開
催
時
期
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、
判
断
す
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
修
学
旅
行

等
行
事
の

中
止
・
延
期
・
縮
小
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
学
校
行
事
等
、
成
長
の

姿
を
見
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
れ
ば
可
能

か
。

❷
修
学
旅
行
等
、
普
段
と

違
っ
た
環
境
で
、
本
来
得

ら
れ
る
は
ず
の
経
験
を
ど

う
補
っ
た
か
。

❸
来
年
度
の
運
動
会
で
の

参
観
人
数
の
制
限
は
。

奥
田

教育長職務代理者 失われていない
失った経験 どう補う
消えた学校行事

可
能
性
を
説
明
し
た
か

町
長
説
明
の
記
録
は
な
い

風
車
の
落
雪
事
故　

　
　
　
　
　
事
故
の
可
能

性
に
つ
い
て

の
説
明
を
し
た
記
録
は
な

い
。
今
後
は
事
故
の
可
能
性

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
風
車
３
号

機
の
下
に

建
設
さ
れ
て
い
る
民
間
の

建
築
物
に
落
雪
事
故
が
発

生
。

　
町
と
し
て
建
物
が
で
き

る
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な

事
故
が
発
生
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い

た
か
。

　
ま
た
、
同
じ
と
こ
ろ
で

２
度
目
の
事
故
が
発
生
し

て
い
る
が
、そ
の
対
応
は
。

尾
嶋

　
２
度
目
の
事
故
へ
の
対
応

は
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
屋
根
改
修
で
あ
っ
た
た

め
、
町
と
し
て
も
費
用
の
一

部
を
助
成
し
た
。

修学旅行のしおり 北条中（左）・大栄中（右）

尾
お

嶋
じま

　準
じゅん

一
いち

奥
おく

田
だ

　伸
のぶ

行
ゆき

風車の下に危険が

町
政
こ
こ
を
問
う
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❶
人
件
費
の

削
減
と
高
単

価
商
品
に
よ
る
利
益
増
と
、

収
穫
量
の
増
加
。

❷
全
ハ
ウ
ス
へ
の
光
合
成
発

生
装
置
の
導
入
に
よ
る
収
穫

量
の
安
定
。
販
路
拡
大
と
高

単
価
取
引
の
維
持
。

❸
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
就

農
に
向
け
、
東
伯
農
業
改
良

普
及
所
と
連
携
し
た
相
談
体

制
や
研
修
機
会
の
確
保
。

❹
蓄
積
し
た
栽
培
デ
ー
タ
の

提
供
と
、
園
芸
産
地
活
力
増

進
事
業
な
ど
の
支
援
策
。

❺
イ
チ
ゴ
栽
培
を
通
し
て
、

農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る

役
割
。

町
長

　
　
　
　
　
　
設
立
以
来

初
め
て
単

年
度
収
支
で
黒
字
が
計
上

さ
れ
た
こ
の
ド
リ
ー
ム
農

場
の
現
状
と
、
公
的
な
資

金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

の
組
織
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、以
下
の
点
を
伺
う
。

❶
第
７
期
決
算
の
黒
字
転

換
の
理
由

❷
経
営
基
盤
安
定
化
の
条

件
と
課
題

❸
新
し
い
農
業
の
担
い
手

を
育
成
す
る
指
導
体
制

❹
イ
チ
ゴ
産
地
化
へ
の
環

境
整
備

❺
町
が
描
く
こ
の
組
織
の

将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン

油
本

町長 収穫量と高単価取引
安定経営の条件は
ドリーム農場の現状と展望

人
気
に
乗
っ
て
本
町
も

町
長
県
の
整
備
計
画
に
協
力

サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整
備

　
　
　
　
　
　
全
国
的
に

サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
人
気
が
高

ま
る
中
、
県
も*

Ｎ
Ｃ
Ｒ

の
指
定
を
目
指
し
て
県
民

へ
の
理
解
と
浸
透
を
図
っ

て
い
る
。
３
月
に
は
県
内

の
海
岸
線
に
沿
っ
た
「
鳥

取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」
を

舞
台
に
「
鳥
取
う
み
な
み

ラ
イ
ド
２
０
２
３
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　
町
も
山
陰
道
の
全
線
開

通
な
ど
に
合
わ
せ
、
二
つ

の
道
の
駅
に
休
憩
所
を
併

設
す
る
な
ど
、
海
岸
線
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
を
整

備
し
て
は
。

油
本

*�

Ｎ
Ｃ
Ｒ（
ナ
シ
ョ
ナ
ル�
サ
イ
ク
ル�

ル
ー
ト
）

国
が
観
光
価
値
の
創
造
と
地
域
の
創

生
の
た
め
指
定
す
る
、
一
定
の
基
準

を
満
た
す
ル
ー
ト
。

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
度

の
国
に
よ
る

「
鳥
取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」

の
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
指
定
に
向
け
、

県
は
整
備
計
画
を
策
定
し
準

備
を
加
速
中
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
は
指
定
後
の
来

町
者
や
観
光
需
要
が
予
測
で

町
長

き
な
い
た
め
、
海
岸
線
に

沿
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
県
へ
の
整
備
要
請
や
、

道
の
駅
に
専
用
の
休
憩
所
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
町
と
し
て
は
県

の
進
め
る
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
指
定
に

向
け
協
力
す
る
。

油
ゆ

本
もと

　朋
とも

也
や

潮風を切って爽快に

赤いイチゴが黒字化に

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月13

　
　
　
　
　
　
❶
通
常
は
、

地
元
の
管
理

組
合
と
「
た
め
池
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

❷
令
和
４
年
度
は
、
由
良
川

で
は
円
城
寺
川
と
日
和
川
と

の
合
流
点
、
北
条
川
放
水
路

河
口
付
近
で
浚
渫
を
し
、
亀

谷
川
で
は
土
砂
の
堆
積
状
況

の
調
査
を
行
っ
た
。
令
和
５

年
度
は
、
西
穂
波
周
辺
の
浚

渫
を
計
画
。今
後
も
県
に
要
望
。

❸
事
前
伐
採
は
、
被
害
防
止

に
有
効
的
だ
が
費
用
面
で
難

し
い
。
県
が
令
和
５
年
度
か

ら
設
け
る
、
危
険
木
の
事
前

伐
採
の
助
成
制
度
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
近
年
の
異

常
気
象
に

よ
り
、
想
定
外
の
災
害
が

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
。

❶
町
内
に
12
か
所
あ
る

「
防
災
重
点
た
め
池
」
の

定
期
的
な
点
検
、観
察
は
。

　
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
る
が
、
そ
れ
に
頼
ら
な

い
安
全
管
理
が
必
要
で
は
。

❷
浸
水
被
害
は
、
土
砂
の

堆
積
が
原
因
。
由
良
川
、

北
条
川
、
亀
谷
川
の
浚
渫

状
況
は
。

❸
大
雪
な
ど
に
よ
る
倒
木

で
道
路
や
送
電
線
が
寸
断

さ
れ
、
停
電
の
可
能
性
が

あ
る
。事
前
伐
採
を
す
べ
き
。

野
田

町長 今後も県に要望
忘れる前に災害が
異常気象対策

ど
う
な
る
学
校
給
食

町
長
早
急
に
食
材
納
入
業
者
を

Ａ
コ
ー
プ
の
閉
店

　
　
　
　
　
　
今
年
の
９

月
に
下
北

条
店
が
閉
店
す
る
。
取
り

残
さ
れ
る
「
買
い
物
困
難

者
」
の
救
済
と
学
校
給
食

の
存
続
は
。

❶
継
続
を
希
望
す
る
事
業

者
が
あ
れ
ば
、
店
舗
改
修

等
の
補
助
は
。

❷
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
食

材
納
入
が
来
年
の
３
月
で

終
了
す
る
。
次
の
納
入
事

業
者
を
早
急
に
探
す
事
が

重
要
だ
が
対
応
は
。

野
田

　
　
　
　
　
　
❶	「
企
業
立

地
促
進
奨
励

金
」や「
創
業
支
援
補
助
金
」

な
ど
、
本
町
の
支
援
策
に
見

合
う
改
修
で
あ
れ
ば
補
助
対

象
と
し
て
、
支
援
は
可
能
。

町
長

❷
ト
ピ
ア
店
と
は
、
来
年
の

３
月
ま
で
は
今
ま
で
通
り
、

食
材
の
納
入
は
可
能
だ
が
、

そ
の
後
に
つ
い
て
は
未
定
。

早
急
に
継
続
事
業
者
を
探
し

て
い
く
。

野
の

田
だ

　秀
ひで

樹
き

消える店舗

水位を監視するカメラ

町
政
こ
こ
を
問
う
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　「
み
ど
り

の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
に
関
し
、

❶
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

❷
取
り
組
み
に
向
け
た
準

備
は
。

❸
環
境
保
全
型
農
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の

可
能
性
は
。

井
川

町長 付加価値が重要
環境保全型農業は
みどりの食料システム戦略

現
状
と
課
題
は

町
長
「
中
核
機
関
」
を
設
置

成
年
後
見
制
度

　
　
　
　
　
　
❶
１
市
４
町

と
中
部
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
が
共
同

で
設
置
し
た「
中
核
機
関
」で

情
報
提
供
や
支
援
を
し
て
い
る
。

❷
令
和
４
年
度
は
、
現
時
点

で
４
件
。

❸
町
長
が
審
判
し
た
場
合
に

の
み
費
用
や
報
酬
の
助
成
を

し
て
い
た
が
、
要
綱
改
正
後

町
長

　
　
　
　
　
　
成
年
後
見

制
度
の
利

用
促
進
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
、
以
下
の
点
を
伺

う
。

❶
基
本
的
計
画
及
び
、
成

年
後
見
等
実
施
機
関
の
設

立
等
に
係
る
支
援
等
の
現

状
は
。

❷
町
長
申
立
て
は
何
件
か
。

❸
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
の
現
状
は
。

❹
市
民
後
見
人
の
育
成
は
。

❺
日
常
生
活
自
立
支
援
の

現
状
は
。

❻
県
の
支
援
の
内
容
は
。

井
川

は
限
定
せ
ず
対
象
者
を
拡
大

し
た
。

❹
倉
吉
市
以
外
で
は
、
支
援

体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
課
題

で
あ
る
。

❺
現
在
４
名
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
る
。

❻
中
部
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
事
業
に
対
し
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
生
産
か
ら

流
通
・
販
売

ま
で
環
境
負
荷
低
減
を
図
る

町
長

も
の
で
、
農
薬
や
化
学
肥
料

の
削
減
な
ど
を
目
指
す
。

❷
現
在
、
県
の
主
導
で
県
内

の
市
町
村
の
意
見
を
ま
と
め

て
い
る
。
生
産
現
場
で
の
環

境
づ
く
り
、
販
路
の
確
保
、

消
費
者
等
の
理
解
の
推
進
を

目
標
に
取
り
組
む
。

❸
環
境
保
全
型
農
業
を
広
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
農
家
の

経
費
削
減
と
合
わ
せ
、
消
費

者
側
へ
の
理
解
を
す
す
め
て

い
く
な
ど
、
付
加
価
値
を
上

げ
る
こ
と
が
重
要
。

緑肥になる一面のレンゲ

制度の利用で安心を

井
い

川
がわ

　敦
あつ

雄
お

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月15

　
　
　
　
　
　
交
通
手
段
を

持
た
な
い
方

へ
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

で
移
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
、

町
長

　
　
　
　
　
　
協
議
会
で
話

し
合
わ
れ
、

組
合
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
。

施
設
の
更
新
に
よ
る
利
用
料

の
増
加
は
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
や

ナ
ガ
イ
モ
な
ど
も
同
様
。

　
町
と
し
て
は
産
地
主
体
型

事
業
に
よ
る
新
規
就
農
者
の

確
保
や
、
販
売
促
進
そ
の
他

の
補
助
事
業
を
推
進
。

町
長

　
　
　
　
　
　
大
栄
西
瓜

選
果
場
の

設
備
更
新
に
伴
い
選
果
場

利
用
料
が
２
倍
近
く
に
上

が
る
。

　
生
産
者
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
に
な
る
が
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
選
果
場
へ
の

出
荷
量
の
減
少
を
心
配
し

て
い
る
が
見
解
は
。

斉
尾

町長 他の補助事業で
負担増に支援を

ど
う
す
る
交
通
手
段

町
長
移
動
支
援
を
行
っ
て
い
る

消
え
る
買
い
物
拠
点

選果場の利用料

　
　
　
　
　
　
Ａ
コ
ー
プ

下
北
条
店

が
令
和
５
年
度
中
に
閉
店

す
る
と
発
表
さ
れ
た
。
食

料
品
な
ど
日
常
の
買
い
物

拠
点
が
な
く
な
り
、
車
な

ど
の
交
通
手
段
を
持
た
な

い
方
に
不
便
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
状
況
を

解
消
す
る
こ
と
に
つ
い
て

見
解
は
。

　
ま
た
栄
地
区
の
買
い
物

拠
点
が
な
く
な
っ
て
い
る

事
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

斉
尾

他の質問

▼�

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
る
こ
と

住
民
主
体
の
共
助
交
通
を
開

始
す
る
団
体
に
対
し
、
車
両

保
険
や
消
耗
品
等
の
経
費
に

つ
い
て
支
援
を
予
定
。

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

期待のかかる新しい選果ライン

タクシー券のご利用を

町
政
こ
こ
を
問
う
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❶
保
育
士
の

働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
が
必
要
。

業
務
改
善
を
進
め
て
い
る
。

町
長

町長 働きやすい職場を
いつでも園児を受け入れて
こども園の教育・保育の充実

接
種
の
周
知
と
助
成
を

町
長
国
の
動
向
を
注
視

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
帯
状
疱
疹

は
加
齢
や

ス
ト
レ
ス
、
過
労
な
ど
に

よ
り
発
症
し
、
角
膜
炎
、

顔
面
神
経
麻
痺
、
難
聴
な

ど
の
合
併
症
が
あ
り
、
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
が
続
く

こ
と
も
あ
る
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
に
も
、
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
以
下

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

周
知
と
接
種
の
推
進
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

❷
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
の
助
成
は
ど
う
か
。

蓑
原

教育長職務代理者 入園可能な園を紹介
　
　
　
　
　
　「
こ
ど
も

家
庭
庁
」

が
創
設
さ
れ
た
。
子
ど
も

た
ち
の
命
と
心
身
の
発
達

を
保
障
す
る
た
め
に
、
ま

た
「
子
を
産
み
、
育
て
た

い
」
町
に
な
る
た
め
に
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
保
育
教
諭
の
確
保
が
困

難
な
た
め
、
年
度
途
中
か

ら
の
園
児
の
受
け
入
れ
が

で
き
な
い
状
況
へ
の
対
応

は
。

❷
お
む
つ
の
定
額
使
い
放

題
と
お
昼
寝
コ
ッ
ト
を
利

用
し
た
「
手
ぶ
ら
登
園
」

の
実
施
は
。

蓑
原

❶
令
和
４
年
度
中
途
の
入
園

希
望
59
人
に
対
し
、
８
人
が

入
園
で
き
な
か
っ
た
。
保
育

に
困
ら
れ
な
い
よ
う
入
園
可

能
な
他
園
や
制
度
を
紹
介

し
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い

る
。

❷
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、
こ
ど
も
園

の
負
担
が
増
え
る
場
合
も
あ

る
。
導
入
の
考
え
は
な
い
。

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
❶
任
意
予
防

接
種
で
あ

り
、
周
知
と
接
種
の
推
進
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
国
で
は
定
期
予
防
接
種
化

町
長

に
向
け
て
検
討
中
で
、
そ
の

動
向
に
注
視
し
て
い
る
。

❷
町
単
独
の
接
種
費
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

蓑
みの

原
はら

美
み

百
ゆ

合
り

お昼寝布団を持って

ワクチンがあります

他の質問

▼�

Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
Ａ
コ
ー
プ
下
北
条
店
閉
店

に
関
連
し
て
買
い
物
弱
者
支
援
に
つ
い
て

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月17

町長 まちづくりビジョンに沿って
教育長職務代理者 正答率の上昇を期待

令和５年度は
町政運営

目
標
と
実
績
報
告
は

町
長
掲
載
方
法
を
検
討

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
各
種
計
画
の

実
績
は
、
点

検
や
検
証
を
行
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
各
種
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
計
画
対
象
期
間
を
設
定

し
、
検
証
の
時
期
も
進
捗
状

町
長

況
の
確
認
方
法
も
異
な
っ
て

い
る
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
管
理

は
、現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
方
法

は
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　「
ま
ち
づ

く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
は
、
年
に
一
回

は
そ
の
進
捗
を
点
検
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

　「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

は
じ
め
、
各
種
の
計
画
に

示
さ
れ
て
い
る
目
標
、
実

績
数
値
、
管
理
数
値
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ま
と
め

て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
は
。

秋
山

　
　
　
　
　
　
令
和
４
年

度
の
成
果

と
令
和
５
年
度
の
方
針
を

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
視

点
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」に
沿
っ
て
伺
う
。

❶「
ほ
く
え
い
未
来
ラ
ボ
」

の
成
果
と
令
和
５
年
度
事

業
内
容
は
。

❷
「
教
育
な
ら
北
栄
町
」

に
つ
い
て
、
学
力
向
上
へ

の
取
り
組
み
の
成
果
と
、

令
和
５
年
度
の
目
標
は
。

❸
町
の
経
済
循
環
の
生

産
・
分
配
・
支
出
は
。

秋
山

く
り
に
資
す
る
取
り
組
み
と

な
っ
た
。

　
引
き
続
き
町
外
の
方
の
参

画
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

取
り
組
む
。

❸
町
内
か
ら
得
た
所
得
よ

り
、
町
内
外
で
支
出
す
る
金

額
の
ほ
う
が
多
い
。
学
校
給

食
や
電
力
の
地
産
地
消
に
よ

り
、
町
内
循
環
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
質
の
高
い

提
案
を
い
た

だ
き
、
地
域
づ
く
り
、
人
づ

町
長

❷
令
和
４
年
度
の
全
国
学
調

の
結
果
は
、
正
答
率
が
国
県

の
平
均
を
下
回
っ
た
が
、
令

和
５
年
度
は
こ
の
結
果
を
上

回
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者

秋
あ き

山
や ま

　修
おさむ

リーサス（RESAS）：地域経済に関する様々な
データを地図やグラフで分かりやすく「見え
る化」した地域経済分析システムで、経済産
業省と内閣府地方創生推進事務局が提供

町
政
こ
こ
を
問
う
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福
祉
や
公
共

交
通
の
視
点

か
ら
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

支
援
や
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
、
最
近
「
共
助
交
通
」

を
瀬
戸
と
原
エ
リ
ア
で
ス

タ
ー
ト
し
、
助
け
合
い
の
仕

組
み
が
動
き
始
め
た
。

　
移
動
支
援
の
問
題
や
お
店

の
問
題
を
は
じ
め
、
町
民
の

感
じ
て
い
る
不
便
を
把
握
す

る
こ
と
は
大
切
と
感
じ
て
い

る
の
で
検
討
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
過
疎
対
策

に
は
、
誰

で
も
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
生
活
環
境
を
維

持
す
る
こ
と
が
、
最
も
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
今
後
の
対
応
を
含

め
、
所
見
を
伺
う
。

　
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
か
丁
寧
な
実
態
調
査

を
行
い
、
そ
の
解
決
策
を

見
い
だ
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

長
谷
川

町長 不便さの把握は大切
丁寧な実態調査を
過疎対策

定
期
的
に
検
討
を

町
長
機
会
を
捉
え
て
実
施

鳥
獣
被
害
対
策

　
　
　
　
　
　
被
害
状
況
を

把
握
し
、
情

報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
今

年
の
町
報
２
月
号
で
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
報

告
を
お
願
い
し
た
。

　
検
討
会
は
、
定
期
的
に
は

町
長

　
　
　
　
　
　
鳥
獣
被
害

対
策
は
、

個
体
数
を
減
ら
す
捕
獲
や

電
気
柵
な
ど
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、
平
成
27
年
度
か

ら
令
和
１
年
度
ま
で
の
被

害
は
、
劇
的
に
減
少
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
被
害
の
現
状
を
把
握

し
、対
策
を
進
め
る
上
で
、

情
報
の
共
有
は
不
可
欠
で

あ
り
、
関
係
地
域
の
住
民

と
定
期
的
に
対
策
検
討
を

行
う
機
会
を
設
け
る
こ
と

も
必
要
で
は
。

長
谷
川

難
し
い
が
被
害
状
況
の
把
握

や
被
害
防
止
事
業
の
周
知
を

す
る
た
め
に
も
希
望
す
る
自

治
会
、
地
域
、
生
産
部
会
単

位
で
機
会
を
捉
え
て
実
施
で

き
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

長
は

谷
せ

川
がわ

　昭
しょう

二
じ

イノシシ捕獲用のわな

増えた
38集落

2.6%
無回答
6集落
0.4%

変わらない
364集落

25.1%

減った
996集落

68.6%

わからない
47集落

3.2%

10年前と比べた地域活動の参加者
小規模集落を対象とした、令和３年度 高知県集落調査の結果
2,522集落のうち1451集落が回答

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６６号
２０２３年５月19

町長 必要な関与をしたい
どこまで踏み込む
鳥取中央育英高校の魅力化

ど
う
進
め
る
の
か

町
長
着
実
に
推
進

教
育
長
職
務
代
理
者

必
要
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
　
　
　
　
　
学
校
の
活
動

の
中
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
様
子
が
う
か
が

え
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い

る
。 町

長

　
　
　
　
　
　
❶
新
年
度

に
お
い
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
文
房
具
と

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

❷
学
校
間
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
差
が
出
て
き
て
い
る

が
、
対
応
は
。 

❸
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
動
支
援
員
採

用
の
基
準
は
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

動
支
援
員
の
学
校
間
で
の

異
動
は
な
い
の
か
。 

❹
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

た
家
庭
学
習
は
い
つ
か
ら

取
り
組
む
の
か
。 

個
別

最
適
化
の
学
習
の
た
め
に

も
取
り
組
み
を
速
め
て
も

ら
い
た
い
。

中
山

❶
令
和
５
年
度
の
目
標
を
特

に
定
め
る
予
定
は

な
い
が
、
必
要
に

応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
。

❷
学
校
間
で
情
報

共
有
を
し
て
い
る

の
で
、
差
が
出
な

い
よ
う
に
工
夫
し

て
い
く
。

教
育
長
職
務
代
理
者

❸
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
長
け
た
方
と
い

う
こ
と
で
、
特
に
資
格
は
求

め
て
い
な
い
。
異
動
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
く
。

❹
既
に
実
施
し
て
い
る
。
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
、

ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
児
童
も

課
題
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
持

ち
帰
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
生
徒
数
の

減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
魅
力
化

が
必
須
。
高
校
と
も
情
報
を

密
に
し
な
が
ら
必
要
な
関
与

を
し
た
い
。

❷
生
徒
が
１
学
年
の
と
き
か

ら
卒
業
後
を
見
据
え
る
こ
と

に
な
る
。

❸
卒
業
生
が
将
来
北
栄
町
で

活
躍
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

好
循
環
を
期
待
す
る
。

❹
ス
ポ
ー
ツ
の
伝
統
校
で
も

あ
り
、
偏
差
値
だ
け
を
重
視

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、「
育

英
ら
し
さ
」
を

具
体
化
し
た
い
。

❺
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
町
報
な
ど

で
、
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必

要
。

町
長

他の質問

▼
小
学
校
就
学
に
お
け
る
支
援
体
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
❶
町
と
し

て
県
立
高

校
に
対
し
、
ど
こ
ま
で
踏

み
込
め
る
の
か
。

❷
「
類
型
」
で
特
色
を
出

せ
る
の
か
。  

❸
地
域
探
究
あ
る
い
は
地

域
連
携
に
お
い
て
、
町
と

し
て
の
狙
い
は
。 

❹
学
力
向
上
が
一
番
の
魅

力
化
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
、
見
解
は
。

❺
中
学
生
に
対
し
鳥
取
中

央
育
英
高
校
の
魅
力
を

も
っ
と
伝
え
る
べ
き
で
は
。

中
山

将来の活躍を期待

中
なか

山
やま

　功
こう

一
いち

体育館でもICT活用

町
政
こ
こ
を
問
う



Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口14,443人（男6,940人･女7,503人）・世帯数5,503世帯（令和5年5月1日現在）※外国人含
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発
行
責
任
者

　議
　長
　津
川
　俊
仁

編
集　広

報
広
聴
常
任
委
員
会

　委
員
長
　油
本
　朋
也

　副
委
員
長

　中
山
　功
一

　委
　員
　河
本
　文
哉

　
　
　
　
　蓑
原
美
百
合

　
　
　
　
　野
田
　秀
樹

　
　
　
　
　長
谷
川
昭
二

　
季
節
の
中
で
も
何
と
な
く
春

が
い
い
で
す
ね
。
晴
れ
て
ポ
カ

ポ
カ
陽
気
に
な
る
と
う
れ
し
い

気
分
に
な
り
ま
す
。
草
花
も
芽

吹
い
て
、
彩
り
も
あ
っ
て
気
持

ち
が
明
る
く
な
る
よ
う
で
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
、
も
う
１
年
半

も
経
ち
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
５
回
の
半
日

か
ら
１
日
か
け
て
の
編
集
作
業

が
あ
り
ま
す
。
読
み
合
わ
せ
、

誤
字
脱
字
、
単
位
、
送
り
が
な
、

「
て
に
を
は
」
の
付
け
方
、
１
文

の
長
さ
、主
語
述
語
、事
実
関
係
、

タ
イ
ト
ル
、
見
出
し
等
を
学
び

な
が
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
国

語
と
政
治
倫
理
の
授
業
を
受
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
中

で
使
用
す
る
記
事
・
写
真
に
つ

い
て
は
多
く
の
町
民
の
み
な
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

（
み
の
）

豊
とよ

田
だ

邸
てい

跡
あと

知っとんなる？こんな北栄

　この庭園は、鳥取中央育英高等学校の前身とな
る「育英黌（いくえいこう）」を創設した豊田太
蔵（とよだ たぞう）の邸宅の一部です。この庭
には当時の学生が豊田先生の人柄を慕い集まった
そうです。
　太蔵は「多くの人材を社会に送り国家の隆盛に
貢献する」ことを建学の精神とし、私財を投げ打っ
て創立しました。育英中学校となってもその理念
は変わらず、鳥取県中部のみならず全国各地から
志望者が集まる学校に育て上げました。
　太蔵が掲げた「克己」の校訓は校名は幾度か変
わったものの、今も脈々と受け継がれています。

北栄町消防団（91人）の団長です。
町民のみなさんの安心・安全のために活動しています。
たばこ、コンロ等の火の取り扱いに注意していただき、
火災を起こさないようにお願いいたします。

第72回“社会を明るくする運動”作文コンテスト小学生
の部で、最優秀賞（鳥取県推進委員会委員長賞）を受賞
しました。テーマは「受け入れてくれる人がいる」です。
バレーボールスポーツ少年団に入っています。

小
こばやし

林　那
な

穂
ほ

花
か

さん	 ５年生川
かわ

口
ぐち

　美
み

記
き

也
や

さん（70歳）
（由良宿１区） （北条小学校）


